
1 
 

北九州市立大学図書館施設運営規程 

 

平成１７年４月１日 

北九大規程第９４号 

  

第 1 章 総則 

（趣旨） 

第 1 条 この規程は、別に定めるもののほか、北九州市立大学図書館の管理及び運営に関して

必要な事項を定めるものとする。 

２ 図書館は、本学の教育・研究に支障のない範囲で、図書館の所管に属する図書及び資料を

学術的な調査研究に資するため北九州市民等に公開することができる。 

 

（図書の管理） 

第２条 図書館の所管に属する図書（以下「図書」という。）は、次のとおりとする。 

（1）特別図書（貴重図書及び図書館長の指定する図書） 

（2）参考図書 

（3）一般図書                

（4）学術雑誌その他の定期刊行物及び資料 

（5）視聴覚に関する資料 

 

（寄託図書）                     

第３条 図書館長は、寄託希望図書を受け入れることができる。 

２ 寄託図書は、寄託者から特に指定されないかぎり他の図書と同一の取り扱いをする。 

 

（開館時間） 

第４条 図書館の開館時間は、次のとおりとする。 

（1）平日及び土曜日  午前 9時 15 分から午後 9時 30 分 

（2）日曜日及び国民の祝日に関する法律に規定する休日  午前 10時から午後 6時 

２ 図書館長は、必要があると認めるときは開館時間を延長し、又は短縮することができる。 

 

（休館日） 

第５条 図書館の休館日は、次のとおりとする。 

（1）本学の創立記念日 

（2）12 月 25 日から翌年 1月 5日まで  

（3）館内整理日 

（4）蔵書の点検、ばく書等に必要な日   

（5）その他図書館長が特に必要があると認めて指定した日 

 

（利用者の範囲） 

第６条 次の者は、図書館を利用することができる。 

（1）本学の教員（非常勤講師を含む。）及び職員 
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（2）本学の名誉教授 

（3）本学の学部生・大学院生及び大学院研究生 

（4）次の一に該当する者。ただし、受験及び学習のための利用者を除く。 

  ア北九州市内に住所を有する者 

  イ北九州市内に事業を有する者、又は北九州市内の事業所に勤務する者 

  図書館長が学校教育上特に必要があると認めた日は利用出来ない。図書館長は、必要があ

ると認めるときは利用時間を延長し、又は短縮することができる。 

（5）本学の科目等履修生、特別科目等履修生、委託生、研究員、研修員及びコミュニティ・コ

ース受講生 

（6）次のアからカまでに掲げる者で図書館長の許可を得たもの 

  ア 本学を退職した教職員 

  イ 本学の卒業生 

  ウ 大学、官公庁、会社等に勤務する者でその団体から依頼のあったもの 

  エ 他大学の学生でその大学から依頼のあったもの 

  オ 他の図書館から依頼のあったもの 

  カ 学術的な調査研究の目的で図書館長が許可したもの 

 

（利用証等の交付） 

第７条 前条第１号、第２号又は第３号に規定する者は図書館利用証の交付を申請することが 

出来る。 

２ 前条第４号に規定する者で図書館を利用するものは、あらかじめ図書館利用願を図書館長

に提出し、特別利用証の交付を受けなければならない。 

  特別利用証の貸し出し有効期間は、特別利用証を発行した日の属する年度の末日までとし、

有効期間満了の日後も引き続き図書の貸出しを希望する場合は、特別利用証の更新を受けな

ければならない。 

３ 前条第 6 号に規定する者は、館内閲覧をしようとするときは、図書館閲覧願を図書館長に

提出し、特別閲覧券の交付を受けなければならない。 

 

第２章 館内閲覧 

（心得）                         

第８条 入館者は、入館時に、図書館職員に入館を許可されたものであることを証明できる本                

学学生証、図書館利用証、特別利用証又は特別閲覧券を提示しなければならない。 

２ 図書の閲覧は、館内所定の場所において行い、静粛を保ち、みだりに秩序を乱して他人の

妨げとなることをしてはならない。 

３ 利用中の図書、資料及び器物を亡失、き損又は汚損してはならない。 

４ 前各項に掲げるもののほか図書館利用に当たっては、職員の指示に従わなければならない。 

５ 職員は、当該指示に従わない者に対して、これを退出させることができる。 

 

（閲覧冊数） 

第９条 館内の所定の場所において閲覧できる図書は、同時に 3冊以内とする。 
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第３章 館外帯出      

（帯出冊数及び期間） 

第１０条 館外に帯出できる図書（以下「帯出」という。）の冊数及び期間は、次のとおりとす

る。 

（1）教員                30 冊以内 6 月以内 

（2）名誉教授及び非常勤講師       10 冊以内 1 月以内 

（3）職員                 5 冊以内 1 月以内 

（4）大学院生及び大学院研究生      10 冊以内 1 月以内 

（5）学部生               10 冊以内 2 週間以内 

 (6) 科目等履修生、特別科目等履修生、委託生、研究員、研修員、コミュニティ・コース受講

生                   10 冊以内 2 週間以内 

（7）第６条第４号に規定する者、その他図書館長の許可した者  

                     5 冊以内 2週間以内 

２ 帯出を希望する者は、図書館利用証または特別利用証の交付を受けなければならない。 

３ 図書館長は、教員の特定研究上、院生の修士論文作成上特に必要があると認めるときは、

本条第 1 項の規定する制限を超えて、所定の手続により次の範囲内で特別帯出を許可するこ

とができる。 

（1）教員           20 冊以内 6 月以内 

（2）大学院生         10 冊以内 1 月以内 

４ 当該規程に違反する利用者に対しては、帯出の停止、並びに冊数及び期間の変更の処置を

とることができる。 

５ 休業期間中、学生に対し特に必要があるとき、期間を超えて帯出を許可することができる。 

６ 研究費及び文部科学省科学研究費による購入図書並びにこれと同じ事例による本学以外の

経費をもって購入した図書は、本条第１項の冊数に含まないものとする。 

７ 他学に在籍する学生に対する帯出は、資料の相互貸借による。 

８ 前各号に定めるもののほか、図書館長は、学生に対し特に必要あると認めるときは図書・

冊数及び期間を限定して帯出を許可することができる。 

 

（帯出できない図書）                        

第１１条 第２条第１項第１号及び第２号に定める図書は、これを帯出することができない。 

 

（帯出の手続） 

第１２条 利用者は、帯出を受けようとするときは、図書館利用証又は特別利用証を添えて提

出し、許可を受けなければならない。 

 

（帯出図書の返納義務） 

第１３条 図書等を帯出した者は、帯出期間満了の日までに返納しなければならない。 

２ 次に掲げる場合は、帯出期間満了の日以前においても返納しなければならない。 

（1）教員が留学、休職又は退職したとき。 

（2）職員が休職、退職又は転出したとき。 

（3）学生が卒業し、退学若しくは休学又は除簿の処分を受けたとき。 
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第４章 相互貸借 

（相互利用サービス） 

第１４条 他大学図書館等から資料の館外利用の申し出があった場合において、図書館長は本

学の研究教育に支障がないと認めたときは、これを許可することができる。 

２ 他大学図書館等が所蔵する資料を借り受けようとする者は、所定の様式によりその旨を図

書館長に申し出るものとする。   

３ 前項の利用範囲は第６条第１号、第２号、第３号、第５号に規定されている者及び本学大

学院において修士または博士の学位を取得した者とする。但し本学大学院において修士また

は博士の学位を取得した者の利用は、資料の複写のみとする。 

４ 前１項及び２項の規定により要する経費は、利用者が負担するものとする。但し経費の例

外処理については、別に定める。 

５ その他利用にあたっての細則は、『公立大学法人北九州市立大学図書館 他の大学図書館等

との間の「相互貸借」に関する運用細則』に定める。 

 

第５章 図書館内複写 

（複写の利用） 

第１５条 複写を依頼しようとするものは、所定の文献複写申込書に必要事項を記入して申込

み、図書館長の承認を受けなければならない。 

２ 第６条で定める者が図書館の図書及び資料を複写するに当たっては、次の事項を守らなけ

ればならない。 

（1）学術研究又は学習を目的とするものであること。 

（2）著作権法（昭和 45年法律第 48 号）の規定に違反しないこと。 

（3）複写の承認をされた者は、図書館長が別に定める複写料金を納めなければならない。 

 

（著作権に関する責任） 

第１６条 複写により当該図書及び資料に関して著作権法上の問題が生じた場合、すべて複写

の申込をした者がその責任を負うものとする。 

 

第６章 雑則 

（秩序の維持） 

第１７条 図書等を帯出した利用者が、帯出期間満了の日又は返却を求められた日以後におい

ても帯出図書等を返納しない場合は、以後の帯出を一時停止又は禁止する場合がある。 

２ 図書等を紛失し又は汚損した者は、帯出図書と同一図書等を別途入手して返還に充てなけ

ればならない。 

 

（利用禁止） 

第１８条 この規程を守らない利用者は、図書館への入館を禁止する旨の警告を受ける場合が

ある。 

２ 前項の警告によっても規程が守られない場合、当該利用者は図書館への入館を禁止される

ことがある。 
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３ 前項の規定により図書館への入館を禁止した場合、速やかに図書委員会に報告を行うもの

とする。 

 

（委任）                           

第１９条 この規程に定めるもののほか、この規程の実施に関して必要な事項は、図書館長が

別に定める。 

２ この規程に定める事務は情報化推進課が行う。 

 

付則 

この要綱は、平成１６年４月１日から施行する。 

 

付則 

この要綱は、平成１７年４月１日から施行する。 

 

付則 

この要綱は、平成１８年４月１日から施行する。 

 

付則 

この要綱は、平成２０年４月１日から施行する。 

 

付則 

この要綱は、平成２１年 4月１日から施行する。 

 

付則 

この要綱は、平成２３年 4月１日から施行する。 

 

付則 

この要綱は、平成２３年８月１日から施行する。 

 

付則 

この要綱は、平成２４年１月１日から施行する。 

 

付則 

この要綱は、平成２７年４月 1日から施行する。 

 

付則 

この規程は、平成２７年４月 1日から施行する。 

 

付則 

この規程は、令和２年４月 1日から施行する。 
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（別表）                                 １枚あたり 

種別 複写料 備考 

電子複写式（コピー機） 

白黒 １０円  

カラー  ５０円  

ＩＬＬ  ４０円  

 


